
　この号がお手元に届く頃には爽やかな秋空が広がってい
ることでしょう．
　私の一日は皇居～青山通り～六本木の通勤ランから始ま
ります．この時期はキンモクセイが香るなか，秋風を感じ
ながら走ってきてシャワーを浴びてから仕事．そんな生活
を 20 年間続けています．なかなかぜいたくな通勤かもし
れませんね．
　さて，11 月号をお届けします．「TOPICS」欄には“人
間ドック健診における検査基準範囲”が掲載されていま
す．これを読むと，日本人間ドック学会らが発表した検査
基準範囲の作成方法や具体的項目の基準範囲がわかりま
す．今春，ちまたで物議を醸した基準値ですが，当院は循
環器専門病院ですので，診察の際にはいまだに血圧やコレ
ステロール値の質問を受けるそうです．基準値には健常者
の 95％が含まれる範囲を統計学的に出した基準範囲と，
特定の病気の診断，治療，予後の判断に用いられる臨床判
断値の 2つがあります．検査報告書の基準値にはこれらが
混在していることを覚えておく必要がありそうです．
　「技術講座　生理」には“手術前の呼吸機能検査のポイ
ント”が掲載されています．呼吸機能検査を行っている方
は，術前検査で「この検査は何のために行うのですか？」
と聞かれたことがあるはずです．何と答えていましたか？　
その模範回答と理由はこれを読めばわかります．生理検査
では患者と適切なコミュニケーションをとらなければなり
ません．特に，患者の努力次第で結果が変わる呼吸機能検
査は，丁寧にやり方を説明して，患者と一緒になって努力
する必要があります．「検査と技術」誌を読んだり，先輩
の受け答えを聞いたりしながら“患者と会話する技術”を
身につけていってください．
� （種村　正）
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病気のはなし
成人T細胞白血病（ATL） �  内丸　薫
技術講座
微生物：赤痢アメーバ検査 �  赤尾信明
生化学：骨型ALP測定法 �  下田　綾，他
微生物：非結核性抗酸菌の遺伝子検査�
─日常検査で同定できない抗酸菌 �  大楠清文
トピックス
臨床微生物学領域におけるMALDI-TOF MS�
応用の可能性 �  永沢善三
運動とメタボリックシンドローム，悪性腫瘍�
の予防 �  勝川史憲

オピニオン
臨地実習について �  遠田栄一
小児の臨床検査9
小児悪性腫瘍の臨床病理 �  田中祐吉
基礎から学ぼう一般検査�
精液検査 �  佐藤和文
Laboratory Practice
遺伝子：臨床検査技師がかかわる遺伝�
カウンセリング �  宇津野恵美，他

編集室より
“路上ライブ”をご覧になったことはありますか？　
帰り道，駅前で歌声が聞こえてきた，という経験をさ
れた方は多いと思います．従来，最も立ち止まる人が
多い楽器はキーボードとされていたのですが，最近は
ギター弾き語りの女性が増えてきました．晩秋の路上
ライブ……寒いですが，お勧めです．� （T）
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